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第五章：奈良の観光 

－１－ 

奈良の観光 

 

坪田和真 

橋本実果 

 

 

1. はじめに 

 

奈良県は古くに都が築かれ、現代においても歴史的に非常に価値の高い寺社や史跡が存在す

る。全国から観光地としてある程度の認知がなされており、毎年多くの小中高生が学校の遠足や修

学旅行等で訪問している。古くから奈良には「大仏商法」という言葉がある。何もせずとも大仏目当

て観光客がやってくると考え、積極的に集客につながる努力を行わない奈良商人の様を例えた言

葉である。本稿ではこのような言葉が生まれた奈良という地では現在においてどんな観光形態をと

っているのかまたどのような特徴があるのかを地域ごとに考察していき、その特徴から見えてくる問

題点を明示していくこととする。 

 

 

2. 奈良県における観光の現状と特徴 

 

本項目では、奈良県の観光事業について、観光客数の推移や観光客の消費行動から見えてく

る現状を整理し、奈良県の地域ごとの特徴をまとめる。 

奈良県観光客動態調査（図 1）より、近年の奈良県全体における観光客数の変遷をたどると、観

光客入込数のピークを記録した平成 22 年以降、一度大きく下がった観光客数は、徐々に回復の

兆しを見せている。それぞれの年を詳しく見てみると、観光客入込数のピークを迎えた平成 22 年は

平城遷都 1300 年祭のイベントが開催された年であり、その影響で前年度と比べて 27％の増加で

ある 4,464 万人もの観光客数を記録している。翌年の平成 23 年平城遷都 1300 年祭の反動や東

日本大震災の発生、同年 9 月に起きた紀伊半島大水害による奈良県南部への甚大な被害などの

要因が重なり、観光客数は大幅に減少し、前年度と比べ 25％減少した 3,330 万人となっている。こ

の観光客数は直近 10 年の中で最も低い値であり、前年度の平成 22 年が過去最高の値となってい

るため非常に大きな落差を生むこととなった。平成 24 年から平成 26 年にかけては、全国で訪日外

国人が増加傾向にあり、奈良県では海外プロモーションを積極的に行ったため外国人観光客が増

加し、平成 26 年の時点で 3,811 万人と順調に観光客数を伸ばしている。 

観光入込客数と観光消費額の統計（表１）から分かる奈良県の観光の特徴がある。平成 26 年の

統計を見てみると、観光入込客数 2,093 万人のうち、宿泊客が 200 万人、日帰り客が 1,893 万人と
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日帰り客の割合が圧倒的に多くなっている。また、観光消費額の単価で見ると宿泊客が 25,966 円、

日帰り客が 3,871 円となっており、日帰り観光客の割合が非常に多い奈良県において、観光消費

額が圧倒的に高くなる宿泊観光客をいかに増やすかが重要な課題となっている。この内容につい

ては後に続く章で詳しく見ていくこととする。 

さらに、奈良県を地域ごとに 4 つのエリアに分けその特徴を明らかにすることで、奈良県の観光

の現状をより具体的なものにしていく。奈良県の地域をエリアごとに分類（図 2）すると、奈良市、生

駒市、山添村を含む県北部、大和郡山市、香芝市、斑鳩町など 16 の市町村を含む県西部、天理

市、橿原市、桜井市、明日香村など 8 つの市町村を含む県東部、五條市、吉野町、十津川村など

12 の市町村を含む県南部に分類することができる。 

 

 

図１ 奈良県延べ観光客数推移 

出典：奈良県公式ホームページ 

 

表 1 奈良県の観光入込客数と一人当たりの消費額 

 
出典：奈良県公式ホームページ 
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図 3 奈良県の地域区分 

出典：奈良県公式ホームページ 

 

それぞれの特徴を挙げると、県北部は、外国人観光客が多く訪れるエリアである。そのため、近

年では外国人向けのパンフレットなどを使った情報発信や観光整備などの海外プロモーション政

策に力を入れている。このエリアでは、なら燈花会などのイベントが開催される 8 月に観光客数が

最も多くなる。また、6 月にはムジークフェストなら、12 月には奈良マラソンといった毎年恒例となっ

ているイベントにより、本来は奈良県観光にとってのオフシーズンである月でも観光客を獲得する

取り組みがなされていると言える。 

県東部では、橿原神宮や阿部文殊院への初詣による 1 月の観光客数が圧倒的に多くなってい

る。また、明日香村は現在においても遺跡や集落、農地、丘陵、山地が一体となる独特の趣を有し

ており、四季を通じて多くの観光客が訪れている。 
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県南部は山間部に位置し、キャンプやハイキングなどのレジャーに訪れる観光客が多いため、ゴ

ールデンウィークや夏にかけての天候不良や台風の影響を受けやすく、年によって観光客数の変

動が起こりやすい。十津川温泉郷など人気の高い観光資源を有しているが、鉄道が通っておらず

交通が不便であるという問題点もある。吉野山の千本桜など桜の名所があるため 4 月の観光客数

が多いのも特徴である。 

また、奈良県全体の観光の特徴として 2 月、7 月、12 月がオフシーズンとなっており、オンシーズ

ンとオフシーズンの差が大きいということがあげられる。 

 

 

3. 奈良県の宿泊観光 

 

4.1 奈良県全体の宿泊観光 

 

奈良県の観光の現状から考えられる深刻な問題点として、宿泊観光客の少なさを取り上げること

とする。奈良県の宿泊観光客数の少なさを裏付けするデータとして、観光庁が実施している宿泊旅

行統計調査によると、平成 26 年の観光入込客数 3,811 万人で全国 17 位となっているのに対し、

宿泊客数は 227 万人で全国 47 位となっている。前章で述べた通り、日帰り観光客と宿泊観光客を

比べると観光消費額に約 6 倍もの差が生じるため、観光客が多い割には経済効果に期待できない

のが現状である。そのため、奈良県では宿泊者数の増加は、地域経済の振興と産業の活性化に

つながる重要な課題である。 

奈良県で宿泊観光客が少ない要因として、まず観光客を迎え入れる環境の問題が挙げられる。

奈良県には大規模なホテルが少なく、大規模なイベント・コンベンションや宿泊観光の需要に応え

られていないのが現状である。また、観光庁のデータから宿泊施設の稼働率は全国的に見て平均

的な値になっているのに対し、宿泊客数が少ないことから、大型のホテルのみならず宿泊施設の数

が足りていないことが分かる。さらに、宿泊業者の中にはマスツーリズムの名残で修学旅行生等の

団体客に偏重したサービスを行う業者も少なくない。昨今は個人旅行が主流になり、外国人観光

客が増加するなど旅行形態が変化しているため、現代に合わせたサービス提供へ移行して行くこと

が求められている。 

 

 

4.2 奈良県北部の宿泊観光 

 

次に、奈良県北部に当てはまることであるが、交通の便が良すぎるということが言える。このことは

観光において一見プラス要素であるように思われるが、北部は狭い範囲に歴史的観光資源が密集

しているため周遊型の日帰り旅行形態となり観光客が長時間滞在しない原因となっている。このこ

とから奈良県の観光は、短時間で有名な観光名所を回るような観光スタイルが主流とされてきた。

昼に奈良県を観光し、夕方には奈良県を離れ京都や大阪の宿に宿泊するというように、関西旅行

の一パーツとして捉えられることが多い。大阪・京都といった大都市との「近さ」が宿泊観光の低迷
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の大きな要因となっていることは明白である。 

また、奈良県での滞在時間が短いことにより宿泊につながらないことの他に、観光資源の魅力向

上が課題として挙げられる。奈良県は歴史建造物等の文化的資源を豊富に有している。しかし、こ

れらの観光名所は保存するという観点ではうまく考えられているが観光資源として積極的に活用し

てこなかった。それに加え、これらの資源を見て回った後に、立ち寄りたくなる飲食店や魅力的な

土産物が量・質ともに不足している。これにより、観光客は多く訪れるが、滞在時間は伸びない。さ

らに寺社仏閣に金銭は落ちても周辺地域で消費行動を伴わないため地域経済の振興につながら

ない。また、奈良県の観光資源の傾向として、豊富な文化的資源を生かした「見る」タイプの観光行

動が中心となっている。しかし、近年では「見る」観光よりも、「体験」型の観光へのニーズが高まっ

ているため、現代に見合った魅力的な観光資源の創出が求められる。 

 

 

4.3 宿泊観光客を増やすには 

 

この問題を克服するために重点的に取り組むべき施策として、まずは資源の育成が挙げられる。

奈良県は文化的資源による「見る」観光が主流であると述べたが、伝統文化、伝統行事、伝統工芸

などの体験を伴う資源も数多く有している。しかし、これらを体験できる場所や機会が少ないのが現

状であり、体験型観光のメニューの充実には重点的に取り組むべきである。 

また、奈良県公式ホームページより、宿泊施設の整備事業に関連する奈良県が行っている取り

組みをいくつか取り上げる。現在、奈良県の整備事業の目玉となっているのが「大宮通新ホテル・

交流拠点事業」である。これは、奈良市の中央部に位置する県有地を利活用し、ホテルを核とした

賑わいと交流の拠点整備をする計画である。外資系ホテルであるマリオット・インターナショナルの

最高級ホテルブランドを誘致しようとしている。これに併設して 2,000 人収容できる会議場のほか観

光施設や駐車場、バスターミナルが建設され、一体的な整備を行う構想となっている。また、県内

の多様な宿泊施設の創出と既存宿泊施設の魅力向上を目的として、資金の融資や専門家の派遣、

優遇税制などの宿泊施設への援助も行っている。さらに、奈良県では市街化調整区域における土

地利用の規制緩和を図り、宿泊施設の新規立地や既存宿泊施設のリニューアルの促進を行って

いる。具体的な内容として、観光資源から 500ｍ以内の区域において、延床面積 500 ㎡以下、高さ

10ｍ以下の規定に当てはまる小規模宿泊施設の建設が可能になり、同様に、観光資源の 500ｍ～

１㎞以内の区域では延床面積 2,000 ㎡以下、高さ 12ｍ以下の中規模宿泊施設の建設が可能とな

った。既存宿泊施設においては、既存敷地規模と合わせ 1,000 ㎡以下となるような規定を基に、敷

地増を伴う増設が認められた。 

宿泊観光客を増やしていく上で、宿泊施設客室数の増設は急務であり、建設後の情報発信、現

代に見合ったサービスの提供など取り組むべき点はまだまだ多い。また、南部地域と連携した農村

民泊なども、体験型観光資源として宿泊観光客の獲得に期待できる取り組みである。次章では、奈

良県南部にある十津川村の宿泊観光政策の事例を取り上げる。 
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4. 奈良県南部地域 

 

4.1 十津川村の概要 

 

奈良県を観光するというと奈良市内や明日香村周辺を想起することが多いであろう。観光雑誌や

パンフレットを見ると一目瞭然である。奈良県の南部地域等は大々的に特集していることがあまり見

受けられない。そのため奈良県全体や北部地域とは違ったきり愚痴から宿泊観光の促進例として

南部地域の事例を紹介していく。本章では南部地域の中でも吉野郡十津川村を取り上げていくと

する。 

十津川村という名を耳にしたことがあるであろうか。近年、宿泊観光地として民放の旅番組や経

済ドキュメンタリー番組で取り上げられることが多くなってきている。十津川村は 3,504 人（十津川村

役場，2016）の人口を有し、面積 672,4 キロ平方メートル（奈良県の 5 分の 1）と日本で一番広い村

である。周辺は山林で囲まれており、村の一部は吉野熊野国立公園に属しており、豊かな自然環

境にあると言える。有名な観光資源としては 2 章で例にあげた「十津川温泉郷」がある。この温泉は

2004 年全国に先駆がけ源泉掛け流し宣言を行ったことで知られており、環境省の国民保養温泉地

に指定されている。この指定がなされているのは奈良県で唯一であることから泉質の良さが伺われ

る。他にも全長 297 メートル高さ 54 メートルの「谷瀬の吊り橋」は無料で渡ることができるため人気

のスポットである。 

村へは鉄道が通っていないため、公共交通機関によってのアクセス方法は国道 168 号線を沿っ

たバスによるものしかない。一般的なのは奈良県近鉄大和八木駅から奈良交通バスで 4 時間、もし

くは和歌山方面からの JR 新宮駅で同じく奈良交通バスで 2 時間と二通りである。 

この村が抱える問題で深刻なものとして少子高齢化あげられる（図 4）。人口は 1960 年の 15,588

人をピークに減少の一途を辿っている。高齢化率は 2016 年で 42.4%(2014 年 10 月時点)と全国平

均の 26.0%、奈良県の平均の 27.2%よりかなり上まっていることが見て取れる。この問題の打開策とし

て五條市、野迫川村との市町村合併という案が出たことがある。しかし村民たちは市町村合併によ

らない村の生き残りを選択した。 

村の存続のために行政と村民らによる観光業の開発が積極的に行われていくこととなる。村への

アクセスが難しいという負の要素を逆手に取り、宿泊観光地として独自の手法による路線を切り開

いて行った。また観光地として情報発信の統一ブランドとして「心身再生の郷・十津川村」と打ち出

した。紆余曲折が有りはしたものの、観光地として大きな成功を収めている。その観光形態につい

ては次の章でより詳しく見ていくとする。 

 

 

4.2 十津川村の観光事例 

 

十津川村における観光形態の特徴としてはグリーンツーリズムがあげられる。グリーンツーリズム

とは従来の都市部での周遊型、通過型、物見遊山型のような観光スタイルではなく豊かな自然環

境の下で、主に体験型の観光スタイルのことを指す。都市住民、農村住民、農村環境の 3 者にとっ
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てより良い関係を気づいていくことを目標とする。ニューツーリズムの一つとして捉えられており、地

域の自然資源を活かした都市と農山漁村の共生・共存の機会づくりやリピーターの創出につながる

と近年注目を浴びている。 

このグリーンツーリズムの例として「なびきツアー」というものがある。このツアーは十津川村創生

塾（地域づくりのリーダーを育成する講座）の講師として来ていた民間の人達の手によって生まれる

こととなった。内容としては世界遺産に登録されている十津川村周辺の古道と村の観光ブランドの

中にある「心身再生」というキーワードに注目したウォーキングツアーである。他にあるウォーキング

ツアーと大きく違う点はワークショップを取り入れた人材育成型のツアーであるということである。な

びきツアーの取り組みは 2007 年度に過疎地域自立活性化優良事例表彰で総務大臣賞を受賞し

ている。 

 

 
図 4 奈良県の市町村別高齢化率 

出典：奈良県公式ホームページ 
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表 2 奈良県の高齢者人口の推移 

 

出典：奈良県公式ホームページ 

 

宿泊観光客を増やす取り組みとして画期的な事例をもう一つ紹介する。奈良交通とのタイアップ

企画である。一定期間内と定めてはいるが奈良交通バスを利用して十津川村に行き、村内の宿泊

施設に泊まると往復のバス代が無料になるというものである。このキャンペーンを利用するにあたっ

ては 7 日前までに予約の申し込みを行わなければならないといけないが比較的容易な手続きであ

る。この企画は始まってからなびきツアー程年月が立っているわけではないが好評を収めており、メ

ディアで紹介されていたことから十津川村の宿泊観光客増に大いに貢献しているのではないかと

考える。 

 

 

5. おわりに 

 

奈良の観光には宿泊観光客を獲得していくことが重要であると述べてきた。今や行政だけでなく

民間でもこの内容を共通の目標として日夜観光施策練っている。奈良燈火会や明日香光の回廊と

いった夜に奈良に滞在しなくては楽しむことが出来ないイベントができてきたのも、一部に宿泊観

光客数を伸ばすために企画されている側面があるのであろう。また、奈良県は古来から観光資源と

成り得るものが比較的豊かであるがそれらを必ずしもうまく活用できているとは限らない。特に南部

地域は北部地域に比べ観光地としての PR 活動があまり盛んとは言えない。取り巻く背景はそれぞ

れ違いがあるものの南部地域、北部地域のどちらにも奈良県としての良さがある。奈良の更なる魅

力高めるためにも両者につながりを持たせていくことも重要となるであろう。そこから奈良の観光に

関しての研究を深めていく過程で、南部と北部をつなぐ宿泊プランを提供してみてはどうかと考え

た。この提案をしていくためには奈良県についてより深く理解を深めていくことが必要となるであろう。

したがって現段階で本稿への記載は差し控えることとする。しかし、この提案が現実のものとなった

場合、奈良県全体が一体的に奈良の観光について見つめなおすこときっかけとなるのではなかろ

うか。 
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